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a i中積地 (東部火山地区)El¥'噴火口丘噴出物， EIII--2 中岳噴出物， Ell-l高岳噴出物，
EJJI-O高嫁噴出物 EII-2泉氷山噴出物 EII-l沓中岳噴1¥1"J，EPー O 扇山噴出物 EP-m
丸山噴出物 EI--4欝高岳噴出物 EI-3檎山噴出物. EI-2結尾岳噴出物. EI-l 1若ケ峯噴出
物.EI-O根子岳噴出物 (北西部火山地直):'W-5上米塚噴出物， );¥'-4米塚噴出物. ~，ìV-
3杵島岳噴出物.X¥¥'-2往生岳噴出物. ':-; ¥'ー l蛇ノ尾噴出物 (南西部火山地1豆) 川γ-5'小
烏帽子山噴出物.s，'ー 5千里ケ演噴出物， 同γ-4湯ノ谷山噴出物， 日Yー 3栃木上部熔岩，sw 
-2'研究所丘噴出物， :-，¥'-2栃木下部熔岩. SiV-l烏帽子岳噴出物，引γー O御趨門山噴出物，
S"'_Yo 夜峯(1円~'t出物 Som外輪山地区





























































大いさ 2.2mmXl.2 mm-0.3 mmXO.l mm)，輝石(淡締乃至淡総禍，大いさ 2.5mm)く
1.6 mm-0.3 mmXO.l mm)，撤概石(無色叉は淡褐，大いさ 0.7mmXO.5 mm-0.08 mmX 
0.08mm)及び磁蹴競(大いき1.0mm-0.16 mm)が主として認められ，紫蘇輝石 (Xor 




(100) 斑 品 (100)
杵局岳 ， F:J 70.7 29.3 72.1 15.9 0.7 10.3 1.0 
往生岳 L上'12) 72.8 27.2 7.3 8.0 十 12.5 2.2 
耐して之が 1ヒ主要成分は竹:i~'j fh~熔引にあっては 円 il )2 (51.88)， TiO" (1.18)， Al~O; (17.15)， 
(:l1)0) 
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Fet， (4.50)， FeO (6.59) l¥TnO (0.01)，五fgO(4.16)， CaO (8.94)， Na20 (2.72)， K20 







遺岩鏑物に就いては上米塚に見出された紫蘇輝石が軍斜品系に属し Z^ C=12' にて多














































































































































(SW 7)千里ケ潰熔岩 92.1 7.9 
(SW 4)烏帽子岳熔岩 58.3 41.7 
(SW 3)栃木上部熔岩 59.1 40.9 
(SW2)栃木下部熔岩 90.4 9.6 
(SW 6)湯ノ谷熔岩 67.4 32.6 
(SW 5)研究所熔岩持 約5-6
(SW 1)御鑑門熔岩 86.4 10.6 












輝石 紫蘇 被撹石 磁鍛錬輝石
斑 品(100)
2.5 10.0 10.0 
8.1 10.6 0.7 3.7 
13，9 5.6 + 4.7 
7.95 5.7 7.95 
12.1 + 10.2 3.9 
+ +叉 ρ ー + 
7.3 9.9 7.0 
23.3 2.3 7.0 
是等の;熔岩の中化製分析の行はれたるものぞ掲ぐれば， 溜水と栃木地泉との中間にて
採集せるj歴青岩質黒曜石に近き栃木下部熔岩は SiUョ(72.50)，Ti02 (0.40)， AI，O'l (13.91)， 
FezO" (0.40)， Fl'O (1.38)， l¥fnO (0.06)， MgO (0.02)， CaO (1.34)， Na20 (4.17)， EJ) 
ぐ5.01)，P20δ(0.13)， 1-1ρ十(0.60)，H20ー (0.16)，Tota! (100.08)にして叉fこ湯ノ谷と
千里付賓との中聞にて採集せる千里付賓熔告は只iO，(66.86)， ，TiO~ (0.80)， A1203 (16.16)， 
Fe20~ (1.20)， l八、0(2.76λ :¥flIO(0.05)， :¥fg-() (0.90)， CaO (2.93)， N江20(4.10)， 1三，0
(265 ) 
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く単位 (mm)> 主十 長 石 輝 石 紫蘇輝 石
(SW7)千里ケ滋熔岩 2.2xO.6 -0.3xO.08 長 0.3-0.1 長サ 0.4-0.1
(SW 4)烏帽子岳熔岩 2.5xO.6 -0.3xO.1 0.8xO.6以下 1.6 x 0.5-0.24 x 0.1 
6稀~ニO.長サ2，2
(SW 3)栃木上部;熔表 2.5x1.0 -0.6x0.4 3.5x 1.6-0.8 xO.5 1.4 x 0.6-0.16 x 0.1 
(SW 2)栃木下部熔岩 1.6 x 0.65-0.3 x 0.2 0.3 x 0.2-0.1 x 0.1 0.3 x 0.2-0.2 x 0.8 
稀ニ1.3xO.2
(SW 6)湯ノ谷熔岩 2.4xO.8 -0.3xO.08 2.5 x 1.6-0.16 x 0.08 稀(0.8-0.6長)
(SW 5)研究所熔岩
黒雲母 (0.6xO.1) '7合ム以外 SW7×XaF03酷3 I 似1λ0a83X x 
(S¥V 1)御趨門山熔岩 2山一2l04×… …XO.3 













;fiの成分の挫化甚7こ成く恐ら く An50-90に遣すべく経緯鋭謙一1'-にiWJ定せられたる 2例
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地動〕に露れ， スキ崎には約61傑の岩脈(叉は板月た睦， dykr走I'JNI0"-15' E 傾斜 Sへ75。





















第11岡 A 根子岳耳沼s:lfr岩 B :iさケ峰下部熔場 C 陥尾岳中郊の上暦熔岩 D 橘山熔


































(Nc 1):t良子岳(西 官官) (1) (2) (3) (2) (4) 
(Ne-2)根子岳(東 部) (1) (2) キ (3) (4) 
(E -1)鷲ケ主主(下 部) (1) (3) + (2) (4) 
(E -2)鷲ケ峯(上 昔日〕 (1) (3) 与 (2) + (4) 
(E -2)給尾岳〔中 部 上) 67.3 32.7 73.5 12.2 + 11.1 3.2 
(EI-2)楢尾岳(上 部) 70.3 29.7 66.8 (多)15.2 (少) (18.0) 
(EI-3)槍 山(下 部) (1) (2) (3) (3) (5) 
(E -3)槍 山(中 部) 85.9 14.1 (1) (3) '=f (2) (4) 
(EI-3)檎 1(上 部) (1) (2) (3) (5) (4) 
(Epm) 丸山 86.9 13.1 64.2 14.1 + 17.9 3.8 
(Epo) 扇 山 77.8 22.2 61.3 26.3 + 6.5 5.9 
(日 1-1)高岳(下 部) 73.3 26.7 48.0 39.3(少) 8.1 4.6 
(EIII-1)高岳(上 部) 73.3 26.7 76.8 9.7 + 13.2 0.3 
(EII-1)中岳(下部=南壁) 75.0 25.0 58.3 34.4 + 3.5 3.7 
(EI-2)中 岳(中部=北監部) 70.0 30.0 66.5 25.0 十 6.3 2.0 
(EIIJ-2)中岳(上京一壁部) 65.0 35.0 76.0 13.6 7.1 + 3.3 
iEllT-;))中松熔岩 (1) (2) (3) "'" (4) (ー5)

































斜 長 石 世事 石 紫蘇輝石 撤 1覧 石
1 3.0x3.01土ピ小粒
2 2.2xO.8-0.3 xO.16 O.il x 0.8 -0.16 x 0.16 0.6 X，0.2 -0.08 x 0.02 
3 1.5 x 0.8-0.3 x 0.2 0.3xO.2(粒) O.4x 0.2(粒)
4 I 0.6xO.2-0.16xO.03 0.5xO目4-0.16xO.12 0.5xO.1 -0.03xO.02 
5 1.6x 1.0-0.16x 0.03 1.6 x 1.01-0.3 x 0.2 0.6-0.1(粒)
6 1.2 x 1.0-0.4 x 0.1 0.8-0.13 0.6x 0.16-0.08x 0.02 0.6-0.08 
7 2.5x 1.0-0.3 xO.1 0.8-0.3 (粒) 1.2xO.6 -0;3 xO.1 稀ュ4.4xO.6
8 I 2.2 x 1.2-0.3 x 0.2 1.3 x 0.5 -0.16 x 0.07 0.8以下(栓炊)
9 2.2 x 0.6-0.16 00.08 2.2XO.8 -0.08xO.05 0.8xO.3 -0.1 xO.06 0.6 x 0.2 -0.02 x 0.01 
10 3.0 x 1.6-0.3 x 0.1 1.3xO.6 -0.15xO.5 0.3xO.1 -0.16xO.04 0.3 x 0.12-0.03 x 0.03 
11 1.2 x 0.5-0.3 x 0.08 0.8xO.6 -0.16xO.1 1.0xO.5 -0.2 xO.06 0.2xO.08-0.1 xO.04 
12 2.8 x 1.2-0.12 x 0.07 0.8 x 0.4 -0，05 x 0.02 1.0xO.5 -0.5 xO.2 0.4-0.11 
13 2.2 x 0.8-0.2 x 0.08 2.5x2.0 -0.16xO.05 0.8 x 0.4 -0.16 x 0.03 0.0 x 0.8 -0.08 x 0.05 
14 2.8XO.0-0.3 xO.2 2.5x 1.4 -0.2 xO.15 2.2 x 0.3 -0.5 x 0.3 0.5xO.2 -0.08xO.03 時ュ0.3xO.08
15 0.0 x 1.0-1.0 x 0.3 1.2xO.8 -0.16xO.12 2.2 x 0.6 -0.05 x 0.02 
16 2.3x 1.6-0.3 xO.15 1.0x0.4 -0.16xO.03 0.5-0.08(柱) 0.3-0.1 (短柱)
17 3.8x 1.6-0.16xO.1 2.5 x 1.3 -0.2 x 0.08 2.2xO.8 -0.8 xO.4 1.0XO.8 -0.1 XO.08 
18 2.0xO.8以下 2.2-1.2(粒) 0.5-0.5(粒)
l根子岳(西部)， 2根子岳(東部)， 3鷲ケ峯(下部)， 4鷲ヶ'% (上郷)， 5袷尾岳(下部)， 6檎尾
岳(中部下)， 7檎尾岳(中部上)，8檎尾岳(上部)， 9丸山， 10扇山， 11高岳〔下部)， 12高岳
































く裾野ぞ曳いて緩傾斜をな し， 是等の束部に坐する急峻な11吊lfJi民火l王群地匝と全く 其の
(~í5 ) 
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E E lV V V1 
SiO， 72.50 66.86 51.69 51.88 53.12 53.52 
Ti02 0.40 0.80 1.20 1.18 1.02 0.85 
A!20 • 13.91 16.16 16.35 17.15 17.73 18.67 
Fe20. 0.40 1.20 4.02 4.50 2.36 2.69 
FeO 1.38 2.76 6.37 6.59 6.31 5.93 
MnO 0.06 0.05 0.12 0.10 0.17 0.14 
MgO 0.02 0.90 4.24 4.16 4.10 3.80 
CaO 1.34 2.93 10.13 8.94 8.66 9.27 
子，a20 4.17 4.10 2.86 2.72 3.98 2.90 
K20 5.01 2.97 1.30 1.52 1.88 1.81 
P20 • 0.13 0.26 0.28 0.30 0.30 0.27 
H20+ 0.60 0.62 0.82 0.57 0.36 0.21 
H.O- 0.16 0.10 0.26 0.16 0.16 0.08 
Tota! 100.08 99.71 99.64 99.76 100.15 100.19 
Xormative ~‘λOirnb22叫7 0 {AOAXnL1u 8 O jAorbBl4ao 8 e fe!spar 主b拍 Ab" Ab.. An， An.. AIl4S 























Ij. 1933掲出宇凝固熔岩片(黒川村阿蘇噴火口西腹)撤概石複輝石ラプラド Jレ安山岩 (ゲ)
Vf. 1929掲出物「問中館秀三」阿蘇火山最近の活動岩磁， VOL.Iより事事裁






















































もl¥IgOも本邦平均よりは著しく低く ，FeOも柏、¥1)f~、が， Na20 は IむO と共に著しく




























知tLぬ。(阿蘇中央火|王昨!Il J示者II '~任聞大謬阿蘇火山附究所の在る偲り にMf究所山と呼ぶー小






















































(0.82)， AI20/18.63)， FezOl4.15)， F巴0(4.33)，MnO/0.18)， MgO(4.67)， CaO(8.58)， 
Na20(3.53)， Kョ0(0.81)，P三U/O.22)，HzO十(1.11)，H20ー (0.51)，Total (99.86)， (分
析者尾山竹梯)， 1)レム長イi01'7'; AU44'5 An4s， J)レム輝石 W02 • Enc，o Fs"である。
(280 ) 
